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　市議会だよりは２月、５月、８月、11
月の第２土曜日（定例会
号）、１月１日（新年号）
に発行します。
　次回は６月定例会が開
催予定です。

２月定例会号 ５月11日（土）
2024年（令和6年）第264号
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●議員からの寄附やあいさつ状（答礼のための自筆によるものを除く）は公職選挙法で禁止されています●

２月定例会

　

市
議
会
は
、
令
和
６
年
２
月
定
例
会

を
２
月
14
日
か
ら
３
月
12
日
ま
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

２
月
定
例
会
で
は
、
初
日
に
田
中
甲

市
長
が
施
政
方
針
演
説
を
、
次
い
で
田

中
庸
惠
教
育
長
が
教
育
行
政
運
営
方
針

演
説
を
行
い
ま
し
た
。
続
い
て
、
令
和

６
年
度
当
初
予
算
案
を
含
む
市
長
提
出

議
案
等
32
件
を
一
括
議
題
と
し
、
こ
れ

に
施
政
方
針
、
教
育
行
政
運
営
方
針
を

含
め
て
、
８
会
派
が
代
表
質
問
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
か
ら
は
、「
地

方
創
生
に
貢
献
す
る
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ

コ
ノ
ミ
ー
（
循
環
経
済
）
の
一
層
の
推

進
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て
」、「
若
者
の
オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
（
薬

物
の
過
剰
摂
取
）
防
止
対
策
の
強
化
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
」
な

ど
の
発
議
案
５
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
23
人
の
議
員
に
よ
る
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果
、
市
議
会

は
、
市
長
提
出
議
案
等
の
32
件
を
い
ず

れ
も
原
案
通
り
可
決
・
同
意
し
た
他
、

諮
問
３
件
を
異
議
な
い
旨
答
申
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
市
長
か
ら
は
、「
教
育
長
の

任
命
に
つ
い
て
」
の
追
加
議
案
１
件
も

提
出
さ
れ
、
市
議
会
は
こ
れ
に
同
意
し

ま
し
た
。

　

議
員
提
出
議
案
に
つ
い
て
は
、
提
出

さ
れ
た
５
件
の
う
ち
、
意
見
書
案
２
件

を
可
決
、
３
件
を
否
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

報
告
１
件
を
承
認
し
た
他
、
２
件
の
報

告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

(

代
表
質
問
は
２
～
５
面
、
一
般
質

問
は
６
～
８
面
、
審
議
結
果
一
覧
は
９

～
10
面
に
掲
載
）

令和７年３月竣工予定の国府台公園野球場（完成イメージ図）

一
般
会
計
予
算
1768
億
円
な
ど
を
可
決

市
長
の
施
政
方
針
な
ど
に
各
会
派
か
ら
代
表
質
問

◆
施　

政　

方　

針
（
要
旨
）

◆
当　

初　

予　

算

　

昭
和
９
年
11
月
３
日
に
市
川
市
が
誕
生
し
、
本
年
で
市
制
施
行
90
周
年
を
迎
え
る
。
過
去

へ
の
感
謝
を
深
め
未
来
に
一
歩
を
踏
み
出
す
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
よ
う
、
市
民
と

一
緒
に
盛
り
上
げ
る
と
と
も
に
、
１
０
０
周
年
に
向
け
た
更
な
る
発
展
を
目
指
し
、
本
市
の

持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
発
揮
し
て
い
く
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
今
、
本
市
が
抱
え
て
い
る
大
き
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
「
格
差
」
に
真

正
面
か
ら
向
き
合
い
、
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
の
な
い
持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
す
。
こ
れ

か
ら
も
市
議
会
と
と
も
に
市
民
が
真
に
望
ん
で
い
る
市
政
を
実
行
す
る
た
め
、
３
つ
の
ま
ち

の
姿
に
沿
っ
て
令
和
６
年
度
の
重
点
施
策
を
示
し
、
誰
も
が
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
と

思
え
る
ま
ち
を
目
指
し
て
い
く
。

【
重
点
施
策
】

　
⑴�

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
ま
ち　

チ
ャ
レ
ン
ジ
75
「
学
ぶ
・
使
う
・
得
を
す
る
」
の
実
施
、

第
１
庁
舎
２
階
に
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を
設
置
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
Ａ
Ｅ

Ｄ
設
置
、
障
が
い
者
施
設
に
通
所
す
る
際
の
交
通
費
助
成
率
の
引
上
げ
な
ど

　
⑵�

持
続
可
能
で
安
心
・
快
適
な
ま
ち　

地
域
新
電
力
会
社
の
設
立
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
建
て
替
え
、
里
山
・
里
海
を
次
の
時
代
に
残
す
、
空
家
の
活
用
促
進
、
時
代
の
変
化

に
即
し
た
都
市
計
画
な
ど

　
⑶�

魅
力
あ
ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち　

行
徳
の
神
輿
文
化
を
市
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
、

　
　

美
術
館
構
想
の
具
体
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
力
に
よ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
、
（
仮
称
）
塩

　
　

浜
マ
リ
ン
パ
ー
ク
の
検
討
、
市
制
施
行
90
周
年
記
念
事
業
の
実
施
な
ど

◆
教
育
行
政
運
営
方
針
（
要
旨
）

　

令
和
５
年
度
は
、
こ
の
５
年
間
進
め
て
き
た
第
３
期
市
川
市
教
育
振
興
基
本
計
画
の
最
終

年
度
で
あ
り
、
計
画
期
間
中
は
地
域
学
校
協
働
本
部
の
全
校
配
置
や
、
小
中
一
貫
教
育
を
進

め
、
授
業
で
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
生
か
し
た
多
様
な
教
育
実
践
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

（
教
育
行
政
運
営
の
基
本
方
針
）

　

令
和
６
年
度
は
、
新
た
に
策
定
し
た
第
４
期
市
川
市
教
育
振
興
基
本
計
画
の
も
と
、
施
策

や
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。
本
計
画
で
は
「
市
川
の
教
育
の
目
指
す
姿
」
と
し
て
、「
互

い
に
認
め
合
い
、
自
分
の
思
い
を
実
現
で
き
る
子
ど
も
」、「
誰
も
が
幸
せ
を
感
じ
、
と
も
に

学
び
支
え
合
う
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
」
の
２
つ
を
掲
げ
、
こ
れ
に
向
か
っ
て
教
育
の
振
興

を
図
っ
て
い
く
。

（「
人
を
つ
な
ぐ�

未
来
へ
つ
な
ぐ�

市
川
の
教
育
」
の
実
現
に
向
け
て
―
重
要
な
施
策
）

　
⑴�

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
可
能
性
を
引
き
出
す
教
育
の
推
進　

全
て
の
子
ど
も
た
ち

の
確
か
な
学
力
の
育
成
へ
の
注
力
、
心
身
の
健
康
の
増
進
や
体
力
の
向
上
、
食
の
環
境

の
充
実
及
び
食
育
の
推
進
な
ど

　
⑵�

学
び
の
質
の
向
上
と
学
び
の
保
障
の
実
現　

情
報
活
用
能
力
の
向
上
、
学
校
に
関
わ
る

誰
も
が
居
心
地
の
良
い
学
校
づ
く
り
の
推
進
、
不
登
校
児
童
生
徒
支
援
の
た
め
の
校
内

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
、
多
様
な
教
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
な
ど

　
⑶�

と
も
に
支
え
合
う
学
び
の
環
境
整
備　

学
校
運
営
協
議
会
や
地
域
学
校
協
働
本
部
の
充

実
と
活
用
の
推
進
、
生
涯
学
習
施
設
の
環
境
整
備
、
市
内
文
化
財
の
保
護
と
活
用
、
史

跡
の
公
有
化
及
び
保
存
活
用
な
ど

　

当
初
予
算
は
、
一
般
会
計
が
対
前
年
度
比
６
・
０
％
増
の
１
７
６
８
億
円
、
特
別
会
計
は
、

３
会
計
を
合
わ
せ
て
７
９
７
億
９
５
０
０
万
円
で
同
１
・
０
％
の
増
、
公
営
企
業
会
計
の
下

水
道
事
業
会
計
は
２
２
９
億
１
９
０
０
万
円
で
同
１
・
７
％
の
増
、
総
額
で
は
２
７
９
５
億

１
４
０
０
万
円
、
同
４
・
２
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。


